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実際は、保存された標本画像によって、
内部（標本管理側）の業務を

大幅に効率化できる。

標本画像アーカイブの公開は、
外部利用者は喜ぶけれど、

内部は仕事が大変になるだけ!?



国立科学博物館
維管束植物コレクションの事例

 大半がおし葉標本 → 画像との相性がよい

 サイズが統一されている

 平面的

 乾燥



国立科学博物館の維管束植物標本の現状

 様態：
ほぼ全てがおし葉（さく葉）

さく葉
プレパラート
液浸
材幹
種⼦

DB化済, 
778651

シダ植物, 
396368

種⼦植物, 
382283

シダ植物（日本産）, 

369305

シダ植物（外国産）, 

27063

種子植物（日本産）, 

337682

種子植物（外国産）, 

44601

DB化未, 565393565,393点(42.1%)
データベース化待ち
（ほぼ種子植物）

全1,344,044点

545,244件 データ公開[全て日本産]

画像は「標本データベース構築の副産物」

うち355,938件は画像も公開



国立科学博物館の維管束植物標本の現状

電子化点数, 
350000

総標本数, 
1085412
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国立科学博物館所蔵維管束植物標本の点数と電子化速度

手法的革新がなければ、半永久的にDBが完成しない

100万点を
遡及入力する壁



クラウドソーシング方式の導入

 標本収蔵場所で、
標本を見ながら
データ入力。

 標本収蔵場所で
ラベルを写真撮影。
↓

画像をクラウドに置く。
↓

遠隔地・好きな時間に
作業者が画像を開い
て、データ入力。

問題点
・スペース不足

・人材不足

植物のさく葉標本に適している方法。
（ラベルの撮影自体に手間がかかる標本には不向き）



クラウドソーシング方式の副産物

クラウドソーシングで使用した標本画像 国立科学博物館
標本・資料統合データベース

https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/

いつでも、どこでも、すぐに標本画像を見られる状態に！



標本画像がある
→想像を超えたメリット

 外部利用者

 足を運ばなくても標本が確認できる。

 内部業務

 業務の効率化に大きく貢献。



効率化1. 現物再確認がPC上でできる

 標本ラベルのデータを入力した後も、現物再確
認が必要となる機会は多い

 入力された文字情報ではカバーできない情報

 入力ミス・漏れの検証（誤読・判読不能文字を含む）

 同定ミスの検証

 花・種子・胞子の有無

 手書きメモ等の情報



「和泉」は「土佐」の入力ミスでは？



掛川市●御所
↓

掛川市高御所



※国立科学博物館の維管束植物標本は、
屋根がつながっていない2つの建物に分散している

2F

5F

徒歩3～5分



効率化2. 標本関係の問い合わせ・
リクエストに迅速な対応が可能

 非公開画像の内容に関する問い合わせ

 画像提供リクエスト

 研究・展示・学習支援目的の多様な問い合わせ

 出張中でも対応可

 新たに撮影しなくても手持ちの画像を確認・提供すれ
ばOK



効率化2. 標本リスト・検討用サンプル
を迅速・容易に作成可能
 企画展の展示物リスト →展示業者との共有

 素材のサンプルとして →サンゲツ壁紙 商品化



効率化3. 
実物の代わりに、画像で同定依頼

 メール添付可能なサイズの標本画像があれば、
同定可能な種は多い。

 まず、画像で検討し、同定不可能と判断された
場合のみ現物を用いた同定を行う。

 輸送費用節約

 送付時の破損・紛失リスク低減



効率化4.
「分類群」以外の共通項で多量の標本を
チェックする場合の効率化/時間短縮

 植物のおし葉標本： 「分類順」に配架

 特定の分類群に特化した標本の利用が前提

 分類群以外の共通項を持つ標本にアクセスしよう
とすると時間を要する

 以前であれば、そのような利用法は事実上困難だったが、
DBの整備によって不可能ではなくなった

対応時間の短縮は受け入れ側にもメリットあり



「分類群」以外の共通項で多量の標本をチェックする事例：

1. 筆跡鑑定の資料 「ト」は 富樫誠?
→富樫自筆の標本ラベルを、
画像で多数比較

クモランTaeniophyllum aphyllumのレクトタイプ指

定にあたり、ラベルを書いた人物の特定が必要に。
(Suetsugu & Su, 2023)



「分類群」以外の共通項で多量の標本をチェックする事例：

2. 特定の状態にある標本を探索

 全種子植物の絶滅種・絶滅寸前種（EX/EW/CR)
の標本の中から、
種子がついている標本を2日間で把握したい。

 DB探索では 326種3650点 が該当。

 撮影済みの標本1820点→画像で種子の有無を
確認。残りは実際に標本棚を探索して確認。

2日間で確認完了！



効率化5. 標本寄贈者への返礼として
登録済み標本画像を活用
 大口の標本寄贈者に、標本画像の入ったDVD-

Rをお返しする。



効率化6. 
サムネイルとの絵合わせで標本探索
 線画の元になった標本（タイプ）を、標本のサムネイルから

特定する。

クマイワヘゴの原記載
(Miyamoto 1984)



効率化7. 
標本に関連したプレゼンファイルを、
いつでも、どこでも作れる

発表会場に向かう電車の中で、プレゼン内容を
考えても、間に合います！

※このプレゼンファイルは、1週間以上前に作成
しました。



 メリットばかりを紹介するのは公平性を欠くので、
画像アーカイブ構築に伴って増えた業務も
ご紹介します。

 メリットがデメリットをはるかに上回ることは
間違いありません。



画像アーカイブ構築に伴って増えた業務

 画像未公開の標本に関して：
画像提供リクエストを受ける。

 画像公開済みの標本に関して：

さらに高解像度の画像（特定部位の拡大・顕微鏡画像etc.)

のリクエストを受ける。



画像アーカイブ構築に伴って増えた業務

 標本上に書かれている情報のマスキングが必要

 希少種の産地

 その他の個人情報

住所・電話番号・メールアド
レス等が記されたラベルは

要注意



画像アーカイブ構築に伴って増えた業務

 ラベルが標本に隠れていると支障あり
→ 撮影前に貼り直し等の修正作業が必要



画像アーカイブ構築に伴って増えた業務

 画像を紐づけるために標本IDを利用

 標本ID/画像IDに誤り・重複があると正しくない
画像が表示される）
→ IDの誤り・重複解消に時間をとられる



画像アーカイブ公開に伴う課題

 来訪して標本を閲覧する必要性が減少。

 メリット：対応の手間を省ける。

 デメリット：利用実績（人数）が減少する。

 信頼性の高いDBのアクセス数統計が重要。

 「画像提供点数」等の実績記録が必要。



経験に基づく結論：
標本画像は「ある」ことに価値がある
 質よりも量（＝網羅性）を優先した方が、

内部業務の効率化に貢献する。
（例外：タイプ標本のような重要標本）

 全標本の低解像度画像が存在する。
vs.

 全標本の1%の超高解像度画像が存在し、
全標本の99%は画像が存在しない。


